
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：(下関市）総合交通戦略基礎調査  

 

 

 

 ２ 調査主体：下関市 

 

 

 ３ 調査圏域：下関市全域 

 

 

 ４ 調査期間：平成２７年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

  本市における将来のあるべき姿や方向性、その実現のための方針を定め、短・中 

期の間に実施すべき施策とその手法を明らかにする「下関市総合交通戦略」策定の 

ための、基礎調査としてパーソントリップ調査を郵送方式にて実施し、下関市全域

の交通実態を把握した。 

調査としては実態調査を行うための計画、各種マニュアルの作成、調査票の設計、 

サンプルの回収を行い、次年度の解析業務に向けて基礎データの作成を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 

  (下関市）総合交通戦略基礎調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

1.業務概要 

(1)業務目的 

(2)業務概要 

(3)業務内容 

(4)業務フロー 

(5)業務実施工程 

(6)業務実施数量(概略) 
 
 

2.調査業務の実施 

(1)業務に伴う計画・準備 

(2)各種マニュアル等の作成 

(3)交通実態調査の実施 

   1)標本数の設定 

   2)対象者の抽出 

   3)調査票の設計 

   4)調査の実施 

(4)調査結果の集計 

   1)回収数、有効票数等 

   2)データ入力 
 
 

3.参考資料（各種マニュアル等） 

◇ エディティング(検票)マニュアル 

◇ コーディングマニュアル 

◇ 電話対応マニュアル 

◇ コード表 
 
 

4.巻末資料 

◇ 打合せ協議簿 

◇ 調査にかかる配布物１式 

◇ 照査報告書 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

  

３ 調査体制 

 

  発注者：下関市都市整備部交通対策課 

  受注者：キタイ設計株式会社下関事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

  基礎調査のため、委員会等の設置なし 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

自家用車への過度な依存や人口減少、高齢化、合併による市域の広域化など地域交

通をとりまく社会情勢は年々厳しくなっており、下関市の地域交通の主体である路線

バス等については存続自体が危ぶまれている状況である。 

このような中、日常生活に必要な地域住民の移動手段の確保やまちのにぎわいの創

出などに資するバス交通や鉄道、徒歩、自転車等の交通手段を組み合わせた持続可能

な交通ネットワークの形成が重要となっており、これらの総合的な交通ネットワーク

の実現を図るための基本となる計画である「下関市総合交通戦略」の策定に平成２６

年度より着手している。 

本調査は下関市総合交通戦略を策定するための基礎調査として、市民の交通手段や

地域間の動き、移動の目的等を定量的に把握するために、パーソントリップ調査を実

施したもの。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 START 

業務実施計画書作成 

END 

②各種マニュアル等作成 

③交通実態調査の実施 
・対象者の抽出 

・調査票の設計（設計、印刷、封入） 

・調査実施 

④調査結果の集計 

⑤報告書作成 

① 計画・準備 

図 調査フロー 



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 調査圏域図 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

(1) 業務に伴う計画・準備 

業務に関する作業手法や工程など業務計画書を作成し、業務内容全体の計画を行

った。また、調査項目の検討などを行い、業務に必要な資料の収集・整理を行った。 

 

表 業務に必要な資料一覧 

名 称 発行年 発 行 

都市・地域総合交通戦略及び特定の交通課題に対応

した都市交通計画検討のための実態調査・分析の手

引き 

平成 22 年 7 月 

 

国土交通省 

 

平成 26 年度 総合交通戦略基礎調査業務 

（市民意向調査） 

平成 27 年 3 月 下関市 

 

 

(2) 各種マニュアル等の作成 

円滑に業務を遂行するため、下表のとおり各種マニュアル等を作成した。なお、

マニュアルの詳細については巻末の参考資料に添付している。 

 

表 作成した各種マニュアル等 

名 称 対象 数量 

エディティング(検票)マニュアル 調査本部 １式 

コーディングマニュアル 調査本部 １式 

電話対応マニュアル 
行政担当者 

調査本部 
１式 

コード表、コード対応図面 調査本部 １式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3)交通実態調査の実施 

1)標本数の設定 

抽出率とゾーン数の関係式を用いて、標本数を設定した。 

 

RSD(A) ＝ K （ZK-1）・（１－ｒ）／ｒ／N 
ここで、RSD(A)：相対誤差（20%以下とする） 

K：信頼係数（1.96） 

N：母集団の大きさ（直前の国勢調査より５歳以上人口を推計し生成原単

位を乗じたもの） 

ZK：カテゴリー数（ゾーン数×ゾーン数を採用） 

ｒ：標本数 

 

上記式よりｒを逆算して標本数を設定した。 

計算の結果、必要回収数 4,750 票に対して、送付世帯数を 10,700 世帯とした。 

 

2)対象者の抽出 

対象者 10,700 世帯は、各地区の構成率を基準にして、無作為抽出により抽出人

口を決定した。17 ゾーンの抽出人口は下表のとおりである。 

 

表 ゾーン毎の抽出人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人数 構成率 人数 構成率

下関1区 13,827 5.1% 514 4.8%

下関2区 23,240 8.5% 899 8.4%

下関3区 10,142 3.7% 406 3.8%

下関4区 27,779 10.2% 986 9.2%

下関5区 26,569 9.7% 1,089 10.2%

下関6区 11,136 4.1% 433 4.0%

下関7区 19,497 7.1% 839 7.8%

下関8区 17,365 6.4% 614 5.7%

下関9区 21,408 7.8% 809 7.6%

下関10区 31,407 11.5% 1,290 12.1%

下関11区 25,391 9.3% 924 8.6%

下関12区 3,842 1.4% 188 1.8%

下関13区 0 0.0% 0 0.0% 居住なし地区

下関14区 8,001 2.9% 364 3.4%

下関15区 5,600 2.1% 255 2.4%

下関16区 18,053 6.6% 713 6.7%

下関17区 9,829 3.6% 377 3.5%

計 273,086 100.0% 10,700 100.0%

総人口 抽出人口
備考



3)ゾーン分け 

市内を以下のとおり 17 ゾーンに区分けした。 

  

図 市内Ｂゾーン 

図 市内Ｂゾーン拡大 

 



4)調査票の設計 

調査票（世帯票、個人票）の設計にあたっては、過去の全国ＰＴおよび地方都市

の事例等を調査検討し、打合せ協議により設問項目と内容、記入方法を決定した。 

調査にかかる印刷物としては、以下に示す６種類を設計した。 

 

表 作成した印刷物 

名 称 規 格 数 量 

世帯票 Ａ３・片面・カラー（２つ折） 10,700 枚 

個人票 Ａ３・両面・カラー（２つ折） 64,200 枚 

説明書 Ａ３・両面・カラー（２つ折） 10,700 枚 

発送用封筒 角２・片面・黒１色 10,700 枚 

返信用封筒 角２・片面・黒１色 10,700 枚 

お礼状兼督促状 定形はがき・両面・黒１色 10,700 枚 

 

  



 

  

図 世帯票 

図 個人票 



図 説明書表 

図 説明書裏 



  

図 発送用封筒  図 返信用封筒 

図 お礼状兼督促状 



5)調査の実施 

 

 【調査方法】 

  郵送方式（郵送送付、郵送回収） 

 

  【調査日】 

   調査日は平日の以下の条件を満たす日を設定した。 

 

～調査日条件～ 

・火曜日～木曜日で前後に休日がない 

・イベントなどの通常と異なる交通状況が予想される日を除く 

 

調査日 

11 月 5 日(木)、11 日(水)、18 日(水)、25 日(水) 

 

 

【広報】 

   調査の実施にあたり、市ホームページ、市報、各大学等にパーソントリップ調

査の協力にかかる広報を行った。 

  

図 市報 11 月号による広報 



(4)調査結果の集計 

  各ゾーンの有効票をデータ化し、基礎データの作成を行った。 

 

 

 

 

図 返信用封筒 

ゾーン毎の配布数と回収数、有効数（データ入力時）

有効データ数 有効データ率

下関1区 514 208 40.5% 423

下関2区 899 360 40.0% 816

下関3区 406 127 31.3% 273

下関4区 986 382 38.7% 917

下関5区 1,089 362 33.2% 958

下関6区 433 192 44.3% 470

下関7区 839 317 37.8% 811

下関8区 614 278 45.3% 659

下関9区 809 313 38.7% 754

下関10区 1,290 444 34.4% 1,084

下関11区 924 400 43.3% 966

下関12区 188 49 26.1% 88

下関13区 0 － － － 居住なし地区

下関14区 364 111 30.5% 278

下関15区 255 83 32.5% 216

下関16区 713 276 38.7% 696

下関17区 377 141 37.4% 348

計 10,700 4,043 37.8% 9,757 無効票12票は除く

備考

調査数量

配布数
有効個人票

データ数

有効世帯票

項　目 備　考

配布数 10,700 世帯 対総世帯数比 8.20%

回収数 4,055 世帯 対総世帯数比 3.11%

有効回収世帯数 4,043 世帯 無効票12世帯

有効回収率 37.8% ％

有効個人票 9,757 票 ＞4,750票（必要数）

回収1世帯当たり個人票数 2.41 票/世帯 有効個人票/有効回収世帯数

平均外出率 83.5 ％

平均トリップ数 2.83 回

※平成27年7月末現在、総人口273,086人、総世帯数130,467世帯（市ホームページより）

実績数量

表 回収票数 

表 集計結果 


